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故 羽田雄一郎参議院議員の「お別れ会」
　8月22日、新型コロナウイルスに感染し、2020年12月に
53歳という若さでお亡くなりになられた羽田雄一郎元参議院
議員のお別れの会が地元長野県上田市で開かれ、ＪＲ総連は、
山口執行委員長、小林政策・政治部長が参列してきました。
　羽田雄一郎元参院議員は、生前ＪＲ総連推薦議員懇談会に
所属いただき、ＪＲ総連が抱える様々な政策課題の解決にむ
けてご尽力いただきました。現在は、雄一郎さんの弟である
羽田次郎参院議員が後継者として国会でご活躍されており、
ＪＲ総連推薦議員懇談会に所属いただいています。
　お別れの会には多くの著名人など1500人が参列し、生前
の写真がならんだ祭壇に花を手向け、早すぎる死を悼み、静
かに別れを惜しみました。

　

８
月
19
日
、
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
な
ど
の
呼
び
か
け
に

よ
る
８
月
の
「
19
日
行
動
」
と
し
て
、「
安
倍
元

首
相
国
葬
反
対
！
改
憲
発
議
反
対
！
軍
拡
や
め

ろ
！
辺
野
古
新
基
地
建
設
中
止
！
く
ら
し
と
い
の

ち
を
守
れ
！
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
反
対
！

８
・
19
国
会
議
員
会
館
前
行
動
」
が
国
会
議
員
会

館
前
で
開
催
さ
れ
、
１
，２
０
０
名
の
参
加
者（
主

催
者
発
表
）が
結
集
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連
は
Ｊ
Ｒ
東
労

組
・Ｊ
Ｒ
東
海
労
・Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
の
仲
間
と
共
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

各
立
憲
野
党
の
代
表
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

日
本
国
憲
法
の
下
で
戦
後
77
年
間
、
戦
禍
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
と
憲
法
９
条
が

あ
る
意
義
、
自
民
党
改
憲
４
項
目
の
問
題
、
防
衛

費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
以
上
と
す
る
こ
と
の
問
題
な

ど
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
安
倍
元
首
相
の

国
葬
問
題
や
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
医
療
体

制
へ
の
早
急
な
対
応
な
ど
の
た
め
、
直
ち
に
臨
時

国
会
を
開
く
べ
き
と
の
訴
え
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
で
も
戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道

委
員
会
が
主
催
の
「
８
・
19
総
が
か
り
行
動
」
が

札
幌
市
内
で
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
名
の
参
加
者

が
結
集
す
る
中
、
北
海
道
地
協
の
札
幌
を
中
心
に

15
名
の
組
合
員
は
、
９
条
連
の
仲
間
と
と
も
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

　

街
頭
行
動
で
は
、
長
期
化
し
泥
沼
化
す
る
ロ
シ

ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
軍
事
衝
突
の
即
時
停
止
、
憲

法
９
条
の
改
悪
反
対
、
国
葬
反
対
を
強
く
訴
え
て

き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
９
条
連
を
は
じ
め
と
し
た
平
和

を
希
求
す
る
仲
間
と
共
に
、憲
法
改
悪
に
反
対
し
、

憲
法
９
条
を
守
り
広
げ
る
た
め
に
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

連帯・共闘「８・１９行動」に参加！

札幌市内 国会議員会館前
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九州地協「第３４回定期委員会」を開催

東北地協「第３６回定期委員会」を開催

　
Ｊ
Ｒ
総
連
九
州
地
協
は
８
月
28
日
、
北
九
州
市
の
西
日
本
総
合
展
示
場
に

お
い
て
第
34
回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
委
員
会
は
書
面

開
催
で
し
た
の
で
、
２
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
十
分
に
お
こ
な
っ
た
う
え
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

冒
頭
、西
原
議
長
よ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
終
息
は
未
だ
に
見
え
な
い
。

私
た
ち
は
指
定
公
共
交
通
機
関
で
働
く
者
と
し
て
感
染
対
策
を
お
こ
な
い
な

が
ら
、
会
社
に
も
対
策
を
し
っ
か
り
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ
総
連

結
成
35
年
、
九
州
地
協
も
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
た
た
か
っ
て
き
た
。
今

後
、
九
州
地
協
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
総
連
運
動
を
ど
の
よ
う
に
継
承
発
展
さ
せ
て

い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
半
年
が
経
過
し

た
。
犠
牲
に
な
る
の
は
私
た
ち
労
働
者
を
は
じ
め
、
社
会
的
立
場
の
弱
い
人

間
で
あ
る
。
改
め
て
職
場
か
ら
平
和
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
中
で
３
年
ぶ
り
に
長
崎
平
和
行
動
を
開
催
で
き
た
。

九
州
９
条
連
の
活
動
も
含
め
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
平
和
を
守
る
闘
い

を
創
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
過
報
告
・
決
算
・
運
動
方
針（
案
）・
予
算（
案
）の
提
起
を
お
こ

な
い
質
疑
を
受
け
た
後
、
答
弁
を
受
け
、
各
議
案
・
委
員
会
宣
言
は
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
、
第
34
回
定
期
委
員
会
は

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
定
期
委
員
会
を
も
っ
て
、
西
原
議
長

が
退
任
し
、
新
た
に
平
井
議
長
が
就
任
し

ま
し
た
。
退
任
し
た
西
原
議
長
は
、
Ｊ
Ｒ

総
連
九
州
地
協
発
足
当
初
か
ら
35
年
間
、

地
協
役
員
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
い
間
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

【
２
０
２
２
年
度
新
体
制
】

議　
　
　

長　

 

平
井　

 

聡
一（
貨
物
労
組
）

副

議

長　

 

東　
　

 

一
臣（
西　
　

労
）

副

議

長　

 

田
中　

 

一
男（
西　
　

労
）

事

務

長　

 

高
牟
禮 

泰
利（
貨
物
労
組
）

会
計
監
査
員　

 

下
園　

 

拓
未（
貨
物
労
組
）

会
計
監
査
員　

 

大
平
原 

一
水（
西　
　

労
）

　
Ｊ
Ｒ
総
連
東
北
地
協
は
９
月
６
日
、
盛
岡
市
内
で
第
36
回
定
期
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

皆
本
議
長
は
主
催
者
を
代
表
し
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
組
織
の
再
編
と
柔
軟
な
働

き
方
の
現
実
や
、
８
月
３
日
か
ら
の
豪
雨
に
対
し
て
、
労
働
組
合
と
し
て
対
応
し
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。
国
鉄
改
革
で
は
、
労
働
組
合
と
し
て
自
ら
の

手
で
展
望
を
切
り
拓
い
て
き
た
。
地
方
線
区
の
現
実
に
対
し
て
も
、
こ
の
教
訓
を

踏
ま
え
て
い
く
」
な
ど
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
Ｊ
Ｒ
総
連
山
口
委
員
長
か
ら
は
、
８
月
３
日
以
降
の
豪
雨
に
対

す
る
各
単
組
の
奮
闘
に
対
す
る
労
い
の
言
葉
と
現
れ
た
課
題
、
22
春
闘
総
括
を
踏

ま
え
た
23
春
闘
に
む
け
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
カ
ン
パ
を
直
接
現
地
に
届
け
て

き
た
報
告
、
平
和
に
つ
い
て
な
ど
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

発
言
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
、
有
識
者
会
議
提
言
と
線
区
の
収
支
公
表
に
対

す
る
た
た
か
い
に
つ
い
て
、
不
当
労
働
行
為
に
対
す
る
た
た
か
い
に
つ
い
て
、
組

織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
か
ら
は
、
22

春
闘
と
要
員
不
足
に
対
す
る
た
た
か
い
に
つ
い
て
、
組
織
防
衛
・
強
化
の
た
た
か

い
に
つ
い
て
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
の
答
弁
の
後
、
23
春
闘
勝
利
、
鉄
道
輸
送
と
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維

持
、
平
和
な
社
会
の
実
現
に
む
け
て
、
東
北
地
協
は
団
結
し
て
た
た
か
う
方
針
を

満
場
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
総
連
東
北
地
協
は
結
成
35
周
年
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
か
ち
取
り
、
団
結

力
を
も
っ
て
、
労
働
者
の
未
来
を
切
り
拓

く
た
め
に
、
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

【
２
０
２
２
年
度
新
体
制
】

議

長　

皆
本　

 

起
良（
東
労
組
）

副

議

長　

竹
花　

 

博
樹（
貨
物
労
組
）

　
　

〃　
　
　

泉　
　

 

祐
樹（
東
労
組
）

　
　

〃　
　
　

佐
々
木 

克
之（
東
労
組
）

事
務
局
長　

湯
ノ
目 　

勝（
東
労
組
）

常
任
委
員　

畠
山 　
　

翔（
東
労
組
）

　
　

〃　
　
　

大
村　

 

博
行（
東
労
組
）

　
　

〃　
　
　

木
村　

 　

剛（
貨
物
労
組
）

会
計
監
査
員　

菅
田　

 

一
美（
貨
物
労
組
）

　
　

〃　
　
　

高
橋　

 　

健（
東
労
組
）
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連合2022平和行動in広島

連合2022平和行動in長崎

　

８
月
５
日
～
６
日
、
３
年
ぶ
り
に
連
合
「
２
０
２
２
平
和
行
動
i
n

広
島
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
日
に
広
島
県
産
業
会
館
で
お
こ
な
わ

れ
た
「
被
爆
77
年
２
０
２
２
平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」
に
は
、
中
国
地
協

か
ら
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
連
合
広
島
・
大
野
会
長
は
「
平
和
な
く
し
て
、

私
た
ち
が
目
指
す
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実
現
は
成
し
え

な
い
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
今
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
力
を
結
集
し
よ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
黙
祷
を
お
こ
な
い
、
連
合
・
芳
野
会
長
は
「
世
界
で
唯
一

の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
改
め
て
明
示
し
、

核
兵
器
廃
絶
の
実
現
に
む
け
て
議
論
を
リ
ー
ド
す
べ
き
。
連
合
は
、
平

和
首
長
会
議
な
ど
と
も
連
帯
・
連
携
し
、
国
内
外
の
世
論
喚
起
に
向
け

て
、
活
動
を
一
層
強
化
し
て
い
く
」
と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
中
国
新
聞
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
水
川

恭
輔
氏
よ
り
「
核
兵
器
使
用
の
非
人
道
性
と
核
兵
器
禁
止
条
約
」
を

テ
ー
マ
に
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
の
現
状
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

事
侵
攻
に
関
連
す
る
核
兵
器
の
危
険
性
な
ど
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
被
爆
体
験
証
言
と
し
て
、
広
島
県
原
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

の
切
明
千
枝
子
氏
よ
り
、「
広
島
の
悲
惨
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
、
亡
く

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
皆
さ
ん
の
心
の
中
で
生
か
し
、共
に
生
き
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
被
爆
後
の
状
況
や
平
和
へ
の
想
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
連
合
広
島
か
ら
連
合
長
崎

へ
ピ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
が
引
き
継
が
れ
、

平
和
ア
ピ
ー
ル
を
満
場
一
致
で
採
択
し

閉
会
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
国
地
協
で
は
広
島
県
協
を

中
心
に
、
８
月
３
日
の
連
合
「
な
く
そ

う
核
兵
器
２
０
２
２
平
和
行
進
」、
原
水

禁
「
非
核
平
和
行
進
」。
４
日
の
原
水
禁

「
折
鶴
平
和
行
進
」、「
原
水
禁
世
界
大
会

ヒ
ロ
シ
マ
大
会
開
会
総
会
」。
５
日
の

原
水
禁
「
分
科
会
」
５
会
場
。
６
日
の

「
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
」、「
原
水

禁
世
界
大
会
ヒ
ロ
シ
マ
大
会
閉
会
総
会
」

に
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
～
９
日
、
連
合
「
２
０
２
２
平
和
行
動
i
n
長
崎
」
が
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
８
日
の
「
被
爆
77
年
２
０
２
２
平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会
」
に
は
、
九
州
地

協
か
ら
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

九
州
地
協
は
集
会
に
先
立
ち
、
長
崎
原
爆
資
料
館
を
訪
れ
、
被
爆
の
惨
状
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
世
界
の
核
兵
器
開
発
の
歴
史
を
学
び
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の
思
い
を
改
め
て
一

致
さ
せ
、
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

連
合
長
崎
・
髙
藤
会
長
は
開
会
挨
拶
で
「
核
兵
器
の
脅
威
は
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て

い
る
。
77
年
前
、長
崎
で
何
が
起
き
た
の
か
心
に
刻
ん
で
ほ
し
い
。
も
が
き
苦
し
む
人
々

に
想
い
を
馳
せ
た
時
、
核
兵
器
は
い
ら
な
い
と
誰
も
が
感
じ
る
は
ず
。
核
兵
器
の
最
後

の
一
発
が
無
く
な
る
ま
で
、
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
こ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
黙
と
う
を
お
こ
な
っ
た
後
、
連
合
・
清
水
事
務
局
長
よ
り
「
連
合
は
結
成

以
来
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に
む
け
て
、
取
り
組
み
を
重
ね
て
き

た
。
日
本
は
、
核
兵
器
保
有
国
と
非
保
有
国
の
『
橋
渡
し
役
』
を
自
認
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
議
論
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と

を
両
輪
と
し
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

被
爆
者
の
訴
え
と
し
て
、
長
崎
平
和
推
進
協
会
の
三
瀬
清
一
朗
さ
ん
よ
り
被
爆
当
時

の
状
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
「
平
和
は
人
類
共
通
の
世
界
遺
産
で
あ
る
」
と
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。
最
後
に
平
和
ア
ピ
ー
ル
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
平
和
行
動
in
根
室

に
向
け
て
、
連
合
北
海
道
・
千
葉
副
会
長
へ
ピ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
が
引
き
継
が
れ
、
集
会

は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
州
地
協
と
し
て
９
日
に
は
、
岡
ま
さ
は
る
記
念
長
崎
平
和
資
料
館
を
訪
れ
、

太
平
洋
戦
争
で
の
日
本
の
加
害
責
任
や
、
ア
ジ
ア
全
土
で
の
土
地
や
資
源
の
奪
取
、
さ

ら
に
は
強
制
連
行
と
強
制
労
働
、
従
軍
慰
安
婦
、
長

崎
で
の
朝
鮮
人
被
爆
者
な
ど
の
事
実
に
つ
い
て
学

び
、
原
爆
投
下
時
刻
で
あ
る
11
時
２
分
、
資
料
館
前

で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
福
岡
県
に
移

動
し
太
刀
洗
平
和
祈
念
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
大
刀

洗
町
に
は
当
時
日
本
最
大
の
飛
行
場
が
あ
り
、
こ
こ

か
ら
多
く
の
若
者
が
特
攻
機
で
飛
び
立
ち
、
ま
た
ア

メ
リ
カ
軍
の
空
襲
に
よ
り
多
く
の
民
間
人
も
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
青
年
部
員
も
多
く
、
平
和
の
大

切
さ
を
心
身
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
た
取
り
組
み
と

な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
あ
ら
ゆ
る
テ
ロ
に
も
戦
争

に
も
反
対
し
、
平
和
な
社
会
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め

に
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

原水禁「折鶴平和行進」

原爆投下時刻の11時2分に黙とうを捧げる
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８
月
24
日
、
薬
害
根
絶
デ
ー
実
行
委
員
会
と
全
国
薬
害

被
害
者
団
体
連
絡
協
議
会（
薬
被
連
）の
主
催
で
開
催
さ
れ

た
「
第
23
回
薬
害
根
絶
デ
ー
」
に
、
Ｊ
Ｒ
総
連
も
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
前
で
お
こ
な
わ
れ
た
リ
レ
ー
ト
ー
ク
に

は
、Ｊ
Ｒ
総
連
推
薦
議
員
懇
談
会
所
属
の
立
憲
民
主
党「
早

稲
田
ゆ
き
」
衆
議
院
議
員
も
駆
け
付
け
ら
れ
、
国
に
よ
る

薬
害
被
害
者
救
済
の
充
実
と
、
薬
害
を
生
み
出
さ
な
い
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
む
け
て
連
帯
し
取
り
組
ん
で
い
く

と
、
力
強
く
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、厚
生
労
働
省
の
前
庭
に
建
立
さ
れ
て
い
る「
薬

害
根
絶 

誓
い
の
碑
」
の
前
で
、
薬
被
連
代
表
か
ら
加
藤

勝
信
厚
生
労
働
大
臣
に
、
薬
害
根
絶
に
む
け
た
要
望
書
を

手
渡
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
比
谷
図
書
館
で
お
こ
な
わ
れ
た
集
会
で
は
、

要
望
書
の
内
容
に
つ
い
て
の
報
告
、
薬
害
を
繰
り
返
さ
な

い
と
し
て
設
置
を
さ
れ
た
「
医
薬
品
等
行
政
評
価
・
監
視

委
員
会
」
の
活
動
と
課
題
、
薬
害
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
訴
訟

の
弁
護
団
よ
り
訴
訟
の
現
状
報
告
と
、
薬
害
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
被
害
者
か
ら
は
激
し
い
副
反
応
被
害
に
苦
し
ん
で
い

る
現
状
と
、
一
刻
も
早
く
治
療
薬
の
研
究
を
進
め
て
ほ
し

い
と
の
訴
え
な
ど
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
め

ざ
し
、
こ
れ
か
ら
も
薬
被
連
の
み
な
さ
ん
と
連
帯
し
て
い

き
ま
す
。

８
月
24
日
の
「
薬
害
根
絶
デ
ー
」
と
は
？

　

１
９
９
９
年
８
月
24
日
、
厚
生
労
働
省
の
前
庭
に
、

「
薬
害
根
絶 

誓
い
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
、
サ
リ
ド
マ
イ

ド・ス
モ
ン・薬
害
エ
イ
ズ
な
ど
の
悲
惨
な
薬
害
を
引
き

起
こ
し
た
反
省
と
謝
罪
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

毎
年
８
月
24
日
を
「
薬
害
根
絶
デ
ー
」
と
し
て
、
薬

害
の
根
絶
と
被
害
者
救
済
を
願
い
、「
碑
の
前
の
誓
い
」

を
中
心
に
「
厚
生
労
働
省
交
渉
」「
文
部
科
学
省
交
渉
」

な
ど
の
薬
害
根
絶
行
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

お詫びと訂正について
　広報紙第289号（8月号）３面の、「加盟各単組の大会が終了 新三役

（四役）体制の報告」の記事について、ＪＲ東海労の斉藤孝紀書記次
長のお名前の記載漏れがありました。申し訳ありませんでした。
　お詫びし訂正いたします。

「第２３回薬害根絶デー」に参加！

あなたと家族に安心届けます。保険はおまかせください。

JR総連・各単組賛助団体

各種のお問い合わせは、
パソコン・スマホ、から
可能ですので、ご利用を
お待ちしております。
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▲ 自動車保険・火災保険
サークル保険

▲ がん保険・医療保険・介護保険
給与サポート保険

▲ ＪＲ積立年金
▲ すみっこ商店・伊東さつき会館

集会の模様 リレートークでご挨拶する早稲田ゆき衆議院議員


